
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年２月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３門第９７号 

事故等種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２５年５月１９日 １１時００分ごろ 

発生場所 宮崎県宮崎市戸崎鼻東方沖 

戸崎鼻灯台から真方位０９５°１８.０海里付近 

 （概位 北緯３１°４５.５′ 東経１３１°５０.２′） 

事故等調査の経過  平成２５年８月５日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（門司事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第十二とべしま丸、１９トン 

 ＭＺ２－１０３６１（漁船登録番号）、有限会社とべしま丸水産 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機の排気集合管に破口、全シリンダのシリンダライナが焼損 

 事故等の経過 本船は、船長ほか８人が乗り組み、戸崎鼻東方沖で漁場移動中、平

成２５年５月１９日１１時００分ごろ、煙突から白煙が出ていたの

で、主機を停止した。 

船長は、運転音も異常であったので、運転を継続しない方が良いと

判断し、僚船に救援を依頼した。 

本船は、来援した僚船にえい
．．

航され、２３時００分ごろ宮崎県日向

市細島港に入港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南、風速 約１.０m/s 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 

 

 本船の排気集合管は、二重管構造となっており、内側を排気が、外

側を冷却清水が流れ、排気管を冷却するようになっていた。 

 主機は、排気集合管の内側に直径約５mm の破口を生じて冷却清水が

漏れ、シリンダ内に冷却清水が入っていることが確認された。 

 本船は、平成２０年４月に進水し、主機の排気集合管は、就航当時

のものであった。 

主機は、機関整備業者が、２年に１度、冷却清水を全量交換し、防

錆
せい

剤を投入していた。 

主機は、運転に当たり、清水が適宜補給されていたものの、防錆剤

が投入されていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

あり 

あり 



 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

本船は、戸崎鼻東方沖を航行中、主機排気集合管の内側に破口を生

じて冷却清水が漏れ、シリンダ内に入ったことから、主機の運転がで

きなくなり、運航不能となったものと考えられる。 

 主機は、運転に当たり、冷却清水に防錆剤が投入されていなかった

ことから、排気集合管が腐食によって破口を生じた可能性があると考

えられるが、破口に至る詳細な要因を明らかにすることはできなかっ

た。 

原因  本インシデントは、本船が、戸崎鼻東方沖を航行中、主機排気集合

管の内側に破口を生じて冷却清水が漏れ、シリンダ内に入ったため、

主機の運転ができなくなったことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・主機には、冷却清水へ防錆剤を適切に投入すること。 

 


